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以上述べて来た alkoxyalkyl,alkyltbioalkylおよ

･lぴilkynyl基を有するfurfuryl,thenylおよびbenzyl
系の新規 pyrethroidについて,イエバェに対する殺

･虫効力を主としてAllethrinを対矧 こ試験した結凪

まず alkoxyalkyl置換誘導休 につ いては 5-(2-

methoxyethyl)-furfurylester,4-methoxymethyl

benzylesterが最もつよい効果を示した.しかしこの

置換基のもつ殺虫性は非得に特異的であり,metholxy･

ethyl基については2,5置換の furfurylについての

良,またmethoxymethyl基についてはbenzylester

のみに殺虫活性がみられ それ以外の組合せによるエ

ステルについて有効なものは見出せなかった.一方置

換炭訪;銃の不飽和皮は殺虫活性に著しい膨哲をおよば
し.その次諺;酌を低級アルキルからアルケニル,低級
アルキニルとその不飽和皮を増加させると殺虫効力は

飛脚的に和地し特に三盃結合田換 esterは furyl,

thenyl,benzylのいずれの系においてもノックダウン,

致死jJともに極めてすぐれた効力を示した.
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Summary

Variousnewpyrethroidalestersoffuryl,thenyl

andbenzylalcoholswhichcontainedalkoxyalkyl.
alkylthioalkyl and ethynylalkylgroups were

synthesizedandevaluatedforinsecticidalactivity

againsthouseflies.

The insecticidalactivity of-the followlng

compoundswasfoundtobeequalorsuperior

tothatofallethrin,e.g.5-(2-methoxyetbyl)-

furfurylchrysanthemate,4-methoxymethyl･benzyl

chrysanthemateandmostofthe2-propynylseries

esters.

Forthetypicalalcoholcomponents,tetrame･

thylcyclopropanecarboxylic acid esters were

synthesizedandthepotencyofthecompounds

wasalsostudied.

:抄 録

ハマ串ガ租1の obliqtle-handed leafroller

mothの性フェロモン

SexPheromoneoftheOblique･banded1.eaf

RollerMoth,W.L.Roelofs,∫.P.Tette,Nature

226,1172(1970).

1968年 に red･bandedleafrollermoth(Argy･

rotea〝iaveLutinana)の雌より分泌される性フェロ

モンが cis-ll-tetradecenylacetate(I)であるこ

とを報告したが,

CH3CH2CH-CH(CH2)1｡OCOCH3(I)

その後 (I)を用いての野外における捕集実験で

oblique･bandedleafrollermoth (Chon'stoneura

86

yosaceana)の雄も強く誘引されることがY･rl明した.

そこで,実験室で2万血の雌を飼育して.悶法のよう

に申臥 約製を行ない,カラムクロマト法.tlc,glc,

オゾン酸化.質虫分析などの手段によって,その性フ

ェロモンもまた (Ⅰ)であることを確認した.

(I)にdodecylacetateを混ぜると,A.vetutrnaTZa

の雄に対する誘引性を非常に強めることがすでにわか

っているが,その他の化合物のなかにも.(Ⅰ)に81人

すれば.C.yosaceanaの雄に対する誘引性を改めろこ

とを知った.野外においては,これら2位のガの雌は
第2の物質を分泌することによって互に区別している

という可能性もある. (探如 拙)


